
　

平
成
21
年
度
は
、
８
月
実
施
の

総
選
挙
に
よ
り
自
民
党
か
ら
民
主

党
へ
政
権
交
代
が
な
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
国
に
お
い
て
は
、
一

昨
年
か
ら
の
世
界
同
時
不
況
に
よ

り
依
然
と
し
て
低
迷
す
る
景
気
の

回
復
に
向
け
た
経
済
危
機
対
策
と

し
て
、
前
政
権
に
引
き
続
き
大
型

の
補
正
予
算
を
編
成
し
「
地
域
活

性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」、

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
」、「
地
域
活
性
化
・

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
と
し

て
総
額
３
２
３
，
５
９
３
千
円
が

交
付
（
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金

１
１
１
，
２
７
０
千
円
は
平
成
22

年
度
へ
繰
越
）
さ
れ
、
21
年
度
実

施
の
「
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心

実
現
総
合
対
策
交
付
金
」、「
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」

の
総
額
１
７
６
，
３
２
８
千
円
と

合
わ
せ
た
本
町
に
対
す
る
交
付
金

　

町
で
は
、
毎
年
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
貴
重
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
予
算
・
決
算
な
ど
を
基
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
12
月
に

開
催
さ
れ
た
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
「
平
成
21
年
度
決
算
」
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

額
は
、
４
９
９
，
９
２
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
、

一
方
で
は
、
内
部
努
力
に
よ
る
経

常
経
費
の
削
減
は
も
と
よ
り
、
将

来
世
代
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

健
全
な
財
政
運
営
を
堅
持
し
つ
つ
、

他
方
で
は
こ
の
経
済
不
況
を
好
機

と
捉
え
、
本
町
の
財
政
力
を
最
大

限
に
生
か
し
な
が
ら
「
活
力
を
生

み
出
す
第
一
次
産
業
及
び
商
工
業

の
振
興
」、「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
」、「
職

員
の
意
識
改
革
、
行
財
政
の
断
行
」

を
最
重
点
施
策
と
し
て
予
算
編
成

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

21
年
度
の
地
方
交
付
税
総
額

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
２
，

９
６
２
，
０
３
２
千
円
（
平
成
20

年
度
２
，
８
３
７
，
７
３
０
千
円
）

で
、
対
前
年
比
４
・
４
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
義
務
的

経
費
の
抑
制
に
努
め
、
諸
制
度
に

基
づ
く
補
助
交
付
金
や
町
債
な
ど

の
財
源
を
確
保
し
、
土
地
改
良
事

業
や
漁
港
整
備
な
ど
一
次
産
業
の

基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
簡
易
水
道

拡
張
事
業
や
町
道
改
良
舗
装
工
事

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
更
に
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
共
通
商
品
券

発
行
助
成
や
住
宅
建
設
促
進
補
助

事
業
な
ど
、
町
民
還
元
型
の
ソ
フ

ト
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
21
年
度
に
つ
い
て

は
20
年
度
同
様
、
財
源
補
て
ん
的

な
基
金
繰
入
金
を
減
額
し
、
中
長

期
的
な
公
共
施
設
整
備
財
源
と

し
て
３
５
８
，
０
０
０
千
円
を

各
公
共
施
設
整
備
基
金
に
積
立

て
、
最
終
予
算
額
を
５
，
９
３
１
，

５
５
３
千
円
（
う
ち
繰
越
明
許

費
１
４
６
，
１
９
８
千
円
）
と

し
、
前
年
度
と
比
較
し
て
６
９
２
，

５
４
１
千
円
の
増
額
（
13
・

６
％
）
と
し
ま
し
た
。
決
算
額
に

つ
い
て
は
、
歳
入
５
，
８
５
８
，

９
２
３
千
円
、
歳
出
５
，
６
５
４
，

４
３
２
千
円
と
な
り
、
翌
年
度
繰

越
財
源
４
，
８
０
１
千
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
差
引
残
額
は

１
９
９
，
６
９
０
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

●
簡
易
水
道

　

収
入　

４
億
５
，
４
５
５
万
円

　

支
出　

４
億
３
，
３
３
９
万
円

　

差
引　
　
　

２
，
１
１
６
万
円

●
国
民
健
康
保
険

　

収
入　

９
億　
　

５
８
７
万
円

　

支
出　

８
億
５
，
９
３
９
万
円

　

差
引　
　
　

４
，
６
４
８
万
円

●
老
人
保
健

　

収
入　
　
　
　
　

７
１
３
万
円

　

支
出　
　
　
　
　

４
１
７
万
円

　

差
引　
　
　
　
　

２
９
６
万
円

●
公
共
下
水
道

　

収
入　

２
億
６
，
０
２
４
万
円

　

支
出　

２
億
４
，
４
２
９
万
円

　

差
引　
　
　

１
，
５
９
５
万
円

●
介
護
保
険

　

収
入　

４
億
９
，
１
２
５
万
円

　

支
出　

４
億
７
，
９
０
０
万
円

　

差
引　
　
　

１
，
２
２
５
万
円

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

収
入　

２
億
１
，
７
２
３
万
円

　

支
出　

２
億　
　

９
９
７
万
円

　

差
引　
　
　
　
　

７
２
６
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療

　

収
入　
　
　

６
，
４
８
９
万
円

　

支
出　
　
　

６
，
３
３
１
万
円

　

差
引　
　
　
　
　

１
５
８
万
円

※
特
別
会
計

　

特
定
事
業
を
行
う
た
め
一
般
会

　

計
と
は
別
に
設
け
た
会
計
。

地上デジタルテレビ中継局整備事業　 　　4,010 万円
サロマ福祉会ケアハウス増築事業　　　4億 690 万円
遠軽厚生病院医療機器等整備事業　　　　　750 万円
佐呂間浜幌地区単独営農用水整備事業　 　2,230 万円
基幹水利ストックマネジメント事業　　　　200 万円
道営中山間地域総合整備事業　　　　　　　800 万円
漁港修築事業　　　　　　　　　　　　 　2,080 万円
水産振興構造改善事業　　　　　　　 　　5,580 万円
佐呂間市街道路整備事業　　　　　　 　　6,680 万円
消防ポンプ自動車購入事業　　　　　　　　300 万円
スクールバス購入事業　　　　　　　 　　2,500 万円
佐呂間中学校耐震改修事業　　　　　　　　340 万円
臨時財政対策債　　　　　　　　　　2億 2,570 万円

地上デジタル中継局整備工事　　　　　　　　　   8,022 万円
地域介護・福祉空間等施設整備事業補助金　  3 億 9,541 万円
サロマ福祉会ケアハウス改築事業費補助金　  4 億 1,335 万円
道営土地改良事業　　　　　　　　　　　　  1 億 2,264 万円
水産業振興構造改善事業費補助金　　　　　  2 億 2,570 万円
漁港修築事業　　　　　　　　　　　　　　　　   4,172 万円
佐呂間市街道路整備事業　　　　　　　　　　　   7,289 万円

参考：平成 20年度
収入　121 万円
支出　117 万円
貯金  　 55 万円
借金　148 万円


